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普
濟
寺
版
「
五
部
大
乗
経
」は
「
覆
宋
版
」か
（
一
）

│　
書
誌
的
事
項
か
ら
の
検
討　
│

佐
々
木　
　
　

勇

（
受
理
日
二
〇
二
二
年
十
月
七
日
）

一
、
本
稿
の
対
象
資
料
と
先
行
研
究

　

１
．
本
稿
の
対
象
資
料

　

本
稿
の
筆
者
は
、
宋
版
一
切
経
が
日
本
に
与
え
た
影
響
を
研
究
し
、
い
く
つ
か
の
論
考
を

発
表
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
鎌
倉
後
期
に
開
版
さ
れ
た
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
が
、
以

下
の
宋
版
を
覆
刻
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

（
１
）

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』『
大
方
等
大
集
経
（
日
蔵
経
・
月
蔵
経
を
含
む
）』『
摩
訶
般
若
波

羅
蜜
経
』『
大
般
涅
槃
経
後
分
』
―
思
渓
版
。

『
大
般
涅
槃
経
』
―
東
禅
寺
版
補
刻
本
。

　

た
だ
し
、
春
日
版
は
、
宋
版
の
本
文
に
基
づ
く
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
古
写
経
系
本
文
に

よ
る
改
訂
を
加
え
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
た
。
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
は
、
新
来
の
宋
版

一
切
経
を
全
面
的
・
無
批
判
に
摂
取
し
た
の
で
は
な
い
。
依
拠
す
る
宋
版
の
経
本
文
を
選
択

し
、
日
本
古
来
の
経
本
文
を
も
採
用
し
て
、
印
本
を
作
成
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
刊
行
後
の
日
本
刊
本
「
五
部
大
乗
経
」
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
、
武
州
普
済
寺
版
を
採
り
上
げ
る
。
普
済
寺
版
は
、
貞
治
二
年
（
一
三
六
三
）

以
来
約
四
十
年
間
に
亘
っ
て
開
版
さ
れ
た
。

　

本
稿
の
対
象
と
す
る
普
済
寺
版
は
、
現
時
点
で
知
り
得
、
原
本
調
査
で
き
た
以
下
の
諸
巻

で
あ
る
。
た
だ
し
、
後
世
の
補
写
巻
（『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
第
二
十
一
〜
三
十
、『
大

方
等
大
集
経
』
巻
第
十
四
・
十
五
・
十
七
〜
二
十
、『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
三
十
一
）
は
対

象
外
と
す
る
。

広
島
大
学
大
学
院
人
間
社
会
科
学
研
究
科
紀
要
「
教
育
学
研
究
」第
三
号　

二
〇
二
二　

九
一

－

一
〇
〇

　

原
本
閲
覧
さ
せ
て
頂
い
た
普
済
寺
・
東
洋
文
庫
・
大
東
急
記
念
文
庫
・
阪
本
龍
門
文
庫
・

京
都
大
学
附
属
図
書
館
、
画
像
公
開
し
て
下
さ
っ
て
い
る
東
ア
ジ
ア
人
文
情
報
学
研
究
セ
ン

タ
ー
・
国
文
学
研
究
資
料
館
、閲
覧
の
お
世
話
を
頂
い
た
玄
武
山
普
濟
寺
・
弓
場
重
典
御
住
職
、

立
川
市
歴
史
民
俗
資
料
館
・
浦
島
利
浩
氏
、
並
び
に
諸
機
関
閲
覧
担
当
係
の
皆
様
に
、
本
稿

を
起
こ
す
に
当
た
り
、
心
よ
り
の
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

○
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経　

全
三
十
卷
（
東
洋
文
庫
蔵
本
・
貴
二-C-b-24-0

）。

○
大
方
等
大
集
経　

全
三
十
卷（
立
川
普
済
寺
蔵
本
）、巻
第
二
十
九（
阪
本
龍
門
文
庫
326
番
）。

○
大
乗
大
方
等
日
蔵
経　

全
十
卷
（
東
洋
文
庫
蔵
本
・
貴
二-C-b-11-0

）、
巻
第
三
（
阪
本

龍
門
文
庫
325
番
）。

○
大
方
等
大
集
月
蔵
経　

全
十
卷
（
東
洋
文
庫
蔵
本
・
貴
二-C-b-15-0

）。

○
大
方
廣
佛
華
厳
経　

巻
第
一
〜
第
五
（
東
洋
文
庫
蔵
本
・
貴
二-C-b-13-0

）、
巻
第
六
（
大

東
急
記
念
文
庫
蔵
本1071

）、
巻
第
七
（
東
ア
ジ
ア
人
文
情
報
学
研
究
セ
ン
タ
ー
・
松

本
文
庫
蔵
本
）、
巻
第
十
一
〜
十
五
（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本1071

）、
巻
第
二
一
〜

二
五
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
。
１-

23/

タ/

10
貴
・
登
録
番
号174501

）、
巻

第
二
六
・
二
八
〜
三
〇
（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本1071

）、巻
第
三
一
・
三
七
〜
四
〇
（
京

都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
。
１-

23/

タ/

10
貴
・
登
録
番
号174501

）、
巻
第
四
十
五

（
国
文
学
研
究
資
料
館
）、
巻
第
五
十
六
〜
六
十
（
東
洋
文
庫
蔵
本
・
貴
二-C-b-13-0

）。

　

龍
門
文
庫
蔵
の
『
大
方
等
大
集
経
』
巻
第
二
十
九
と
『
大
乗
大
方
等
日
蔵
経
』
巻
第
三
以

外
に
は
、
永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
三
月
二
十
三
日
に
上
杉
憲
直
が
鎌
倉
鶴
岡
八
幡
宮
に
奉

納
し
た
旨
を
記
し
た
奥
書
が
存
し
、
一
揃
い
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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龍
門
文
庫
蔵『
大
方
等
大
集
経
』巻
第
二
十
九
・
同
蔵『
大
乗
大
方
等
日
蔵
経
』巻
第
三
に
は
、

こ
の
奉
納
奥
書
が
見
ら
れ
な
い
外
、
こ
の
二
巻
の
み
、
巻
子
装
で
あ
る
。
各
巻
の
装
丁
に
つ

い
て
は
、
後
述
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
外
、
目
録
類
に
「
普
済
寺
版
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
普
済
寺
版
と
は
認

め
ら
れ
な
い
も
の
も
存
す
る
。

（
２
）

　

現
時
点
で
、
次
の
二
巻
の
全
頁
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）

　
　
『
大
方
廣
佛
華
厳
経
』巻
第
七
・
同
巻
第
四
十
五

　

巻
第
七
は
東
ア
ジ
ア
人
文
情
報
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
「
東
方
學
デ
ジ
タ
ル
圖
書
館
」
で
、

巻
第
四
十
五
は
国
文
学
研
究
資
料
館
「
館
蔵
和
古
書
目
録D

B

」
お
よ
び
「
新
日
本
古
典
籍

総
合D

B

」で
、
全
頁
カ
ラ
ー
画
像
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
大
方
廣
佛
華
厳
経
』
巻
第
四
十
五
に
つ
い
て
は
、
従

来
の
普
済
寺
版
研
究
に
お
い
て
、
ま
っ
た
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

　

２
．
普
済
寺
版
に
つ
い
て
の
先
行
研
究

　
　

Ａ
．
日
本
刊
本
の
覆
刻
で
あ
る
と
す
る
説

　

川
瀬
一
馬「
古
写
経
と
古
版
経
」（『
大
東
急
記
念
文
庫
貴
重
書
解
題
仏
書
之
部
』〈
一
九
五
六

年
、
大
東
急
記
念
文
庫
〉
所
収
）
は
、「
南
北
朝
」
の
項
で
、「
五
部
大
乗
経
は
、
鎌
倉
時
代

か
ら
信
仰
す
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
末
期
に
は
南
都
版
系
統
の
開
版
に
も
、
宋
版
を
覆
刻
し

た
一
本
が
現
は
れ
た
程
で
、
こ
の
時
代
に
も
武
州
立
川
の
普
濟
寺
で
光
信
尼
が
春
日
版
の
覆

刻
風
の
も
の
を
開
版
し
て
ゐ
る
。」と
、
普
済
寺
版
を
「
春
日
版
の
覆
刻
風
」と
し
た
。

　

嗣
永
芳
照
「
武
蔵
普
済
寺
版
考
」（「
仏
教
史
学
」14
（
３
）、
一
九
六
九
年
五
月
）
も
、「
普

済
寺
版
は
、
地
方
的
な
が
ら
も
寛
裕
に
し
て
雅
味
あ
る
版
で
あ
り
、
覆
宋
版
と
み
る
よ
り
、

日
本
的
な
鎌
倉
版
の
匂
を
多
く
有
す
る
よ
う
で
あ
る
。」と
記
す
。

　

ま
た
、白
石
克
「
中
世
武
州
御
岳
山
の
勧
進
活
動
―
―
「
五
部
大
乗
経
」出
版
の
場
合
」（「
帝

京
史
学
」18
、
二
〇
〇
三
年
二
月
）
５
頁
も
、「
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
度
々
刊
行
さ

れ
て
い
る
」日
本
の
刊
本
「
五
部
大
乗
経
」に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

い
ず
れ
も
『
華
厳
経
』『
大
方
等
大
集
経
（
日
蔵
・
月
蔵
共
）』『
摩
訶
般
若
経
』の
三
経

は
南
宋
思
渓
版
「
大
蔵
経
」、『
大
般
涅
槃
経
』
は
北
宋
東
禅
寺
版
「
大
蔵
経
」
所
収
本

の
各
覆
刻
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
全
て
底
本
の
組
み
合
わ
せ
が
一
致
し
て
い
る
の

で
、各
版
は
宋
版
を
各
々
直
接
覆
刻
し
た
の
で
は
な
く
、先
行
す
る
和
刻
の
覆
宋
版
「
五

部
大
乗
経
」を
底
本
に
し
て
、
刊
行
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
、普
済
寺
版
に
つ
い
て
、川
瀬
は「
春
日
版
の
覆
刻
風
」、嗣
永
は「
日
本
的
な
鎌
倉
版
」、

白
石
は
「
和
刻
の
覆
宋
版
「
五
部
大
乗
経
」を
底
本
に
し
て
、
刊
行
し
た
」、
と
述
べ
た
。

　
　

Ｂ
．
宋
版
の
覆
刻
で
あ
る
と
す
る
説

　

と
こ
ろ
が
、
白
石
克
は
、「
現
存
立
川
普
済
寺
版
に
つ
い
て
」（「
書
誌
学
」
十
八
号
、

一
九
七
〇
年
二
月
）
で
は
、
普
済
寺
版
『
大
方
廣
佛
華
厳
経
』巻
第
五
十
八
に
、「
福
州
東
禅

寺
版
刻
記
が
そ
の
ま
ま
本
文
に
、
左
の
如
く
は
さ
ま
れ
て
ゐ
る
。」と
し
て
、
普
済
寺
版
『
大

方
廣
佛
華
厳
経
』巻
第
五
十
八
に
お
け
る
左
の
刻
記
を
引
用
し
た
。

已
上
一
段
五
紙
餘
經
自
東
晋
義
熙
年
覺
賢
禪
師
翻
譯
之
後
傳
寫
之
人
脱
落
也
歴
渉
朝
代

已
上
一
段
五
紙
餘
經
自
東
晋
義
熙
年
覺
賢
禪
師
翻
譯
之
後
傳
寫
之
人
脱
落
也
歴
渉
朝
代

補
綴
攸
闕
聖
宋
元
祐
年
福
州
等
覺
禪
院
開
大
蔵
經
印
板
方
撿
唐
垂
拱
年
中
天
竺
國
日
照

補
綴
攸
闕
聖
宋
元
祐
年
福
州
等
覺
禪
院
開
大
蔵
經
印
板
方
撿
唐
垂
拱
年
中
天
竺
國
日
照

法
師
續
法
界
品
及
于
闐
法
師
實
叉
難
陀
新
經
較
勘
合
入
貴
文
理
接
續
法
寶
無
缺
矣

法
師
續
法
界
品
及
于
闐
法
師
實
叉
難
陀
新
經
較
勘
合
入
貴
文
理
接
續
法
寶
無
缺
矣

　

そ
の
上
で
、
こ
れ
を
根
拠
に
、「
こ
の
刻
記
は
大
正
蔵
の
注
記
で
は
、
宋
版
に
あ
る
と
い

ふ
こ
と
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
、
こ
の
普
済
寺
版
は
福
州
東
禅
寺
版
を
底
本
と
し
た
も
の
と

思
は
れ
る
。」と
記
し
た
。

　

高
田
智
和
「
普
済
寺
版
の
漢
字
字
体
」（
国
立
国
語
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
字
体
資
料
共

有
の
現
在
と
未
来
」
二
〇
二
一
年
三
月
二
十
日
）
発
表
資
料
も
、
右
の
白
石
論
文
を
引
用
し

つ
つ
、「
普
済
寺
版（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
四
十
の
経
典
本
文
）

の
漢
字
字
体
の
使
用
傾
向
は
、
宋
版
に
似
て
い
る
。」「
普
済
寺
版
は
、
宋
版
を
介
し
た
日
本

へ
の
開
成
石
経
標
準
字
体
移
入
の
一
経
路
で
あ
る
。」と
し
た
。
普
済
寺
版
の
漢
字
字
体
が
宋

版
の
そ
れ
に
似
て
い
る
こ
と
は
、
高
田
（
二
〇
二
一
）
の
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。
普
済
寺

版
お
よ
び
宋
版
の
公
開
画
像
（「
宮
内
庁
書
陵
部
収
蔵
漢
籍
集
覧
」等
）
で
ご
確
認
願
い
た
い
。

　

た
だ
し
、
春
日
版
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』の
字
体
も
、
宋
版
の
漢
字
字
体
に
似
て
い
る
。

　

川
瀬
一
馬
も
、『
五
山
版
の
研
究　

上
巻
』（
一
九
七
〇
年
、
日
本
古
書
籍
商
協
会
）

一
八
四
頁
・
同
『
石
井
積
翠
軒
文
庫
善
本
書
目
本
文
篇
』（
一
九
八
一
年
、
臨
川
書
店
）

一
三
三
頁
・
同
『
龍
門
文
庫
善
本
書
目
』（
一
九
八
二
年
、
阪
本
龍
門
文
庫
）
217
頁
・『
日
本

書
誌
学
用
語
辞
典
』（
一
九
八
二
年
、
雄
松
堂
出
版
）
二
四
四
頁
で
は
、
普
済
寺
版
を
、「
覆

宋
刊
本
」「
宋
版
を
以
て
覆
刻
し
た
も
の
」「
宋
版
に
基
づ
い
て
覆
刻
を
行
つ
た
も
の
」
と
し

て
い
る
。

二
、
本
稿
の
目
的

　

右
に
見
た
と
お
り
、
従
来
の
研
究
で
は
、
普
済
寺
版
を
春
日
版
等
和
刻
本
の
覆
刻
で
あ
る

と
す
る
説
と
、
直
接
の
覆
宋
版
で
あ
る
と
す
る
説
と
の
両
説
が
あ
る
。
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覆
宋
版
説
の
根
拠
の
一
つ
で
あ
る
「
已
上
一
段
五
紙
餘
経
（
中
略
）
聖
宋
元
祐
年
福
州
等

覺
禪
院
開
大
蔵
経
印
板
（
以
下
略
）」の
割
り
注
は
、
東
洋
文
庫
蔵
普
済
寺
版
『
大
方
廣
佛
華

厳
経
』
巻
第
五
十
八
に
確
か
に
存
す
る
。
し
か
し
、
宋
版
一
切
経
東
禅
寺
版
そ
の
も
の
の
該

当
部
分
の
外
、
開
元
寺
版
に
も
思
渓
版
に
も
春
日
版
に
も
、
同
一
箇
所
に
同
文
の
割
注
が
存

す
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
割
注
の
存
在
は
、
普
済
寺
版
が
東
禅
寺
版
に
依
拠
し
た
根
拠
に
は
な

ら
な
い
。

　

な
お
、同
一
人
が
両
説
を
唱
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
た
め
、あ
る
い
は
、普
済
寺
版
を「
宋

版
を
以
て
覆
刻
し
た
も
の
」と
す
る
類
の
記
述
は
、「
宋
版
を
以
て
覆
刻
し
た
和
刻
本
の
覆
刻

本
」と
同
じ
意
味
の
、
省
略
表
現
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
判
然
と
し
な
い
。

　

普
済
寺
版
は
、
宋
版
ま
た
は
春
日
版
を
参
照
し
つ
つ
、
独
自
の
版
本
を
作
成
し
た
も
の
で

あ
る
可
能
性
も
存
す
る
。

　

本
稿
は
、
普
濟
寺
版
「
五
部
大
乗
経
」に
お
け
る
宋
版
お
よ
び
春
日
版
の
影
響
に
つ
い
て
、

調
査
・
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三
、
研
究
方
法

　

本
稿
の
目
的
達
成
の
た
め
に
は
、
普
濟
寺
版
と
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
お
よ
び
春
日
版

が
底
本
と
し
た
宋
版
思
渓
版
と
を
比
較
す
る
よ
り
外
に
方
法
は
無
い
。

　

思
渓
版
と
春
日
版
と
に
は
、
小
異
が
存
す
る
。
よ
っ
て
、
思
渓
版
・
春
日
版
と
普
済
寺
版

の
三
者
を
比
較
す
れ
ば
、
普
済
寺
版
が
い
ず
れ
に
依
拠
し
た
の
か
を
決
定
で
き
る
。

四
、
三
者
の
比
較

　

１
．
思
渓
版
と
春
日
版
と
の
相
違
点

　

佐
々
木
勇
「
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
の
底
本
と
さ
れ
た
宋
版
一
切
経
（
三
）
―
釋
音
の

比
較
に
よ
る
検
討
と
宋
版
と
の
相
違
点
―
」（「
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
．
第

二
部　

文
化
教
育
開
発
関
連
領
域
」66
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
））
に
依
れ
ば
、
思
渓
版
と

春
日
版
と
で
異
な
る
主
な
点
に
、
左
の
諸
点
が
あ
る
。

一
板
の
行
数
、版
面
の
大
き
さ
、紙
幅
、天
地
の
界
線
、内
題
・
尾
題
下
の
千
字
文
、柱
刻
、

巻
末
刻
板
数
、
巻
末
刊
記
、
刻
工
名
、
捨
銭
刊
記
、
巻
末
総
字
数
記
、
巻
末
釋
音
、
日

本
古
写
経
系
本
文
に
よ
る
経
本
文
の
校
合
・
改
訂
。

　

以
下
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
宋
版
一
切
経
思
渓
版
お
よ
び
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
と
普

済
寺
版
と
を
、
項
目
に
分
け
て
比
較
す
る
。

　

２
．
思
渓
版
と
春
日
版
と
の
相
違
点
に
お
け
る
普
済
寺
版
の
実
態

　
　

２
．
１
．
装
訂

　

宋
版
一
切
経
思
渓
版
は
、
折
本
の
帖
装
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
宋
版
一
切
経
東
禅
寺
版
・
開

元
寺
版
の
装
訂
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
六
行
一
面
と
し
て
折
る
こ
と
を
想
定
し
、
六
行

ご
と
に
他
行
間
よ
り
は
広
い
行
間
が
製
版
時
点
で
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

春
日
版
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』『
大
方
等
大
集
経
』『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
は
、
右
の
思

渓
版
に
基
づ
く
た
め
、六
行
ご
と
に
や
や
広
い
行
間
を
持
つ
。
こ
の
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」

は
、
も
と
巻
子
装
で
あ
っ
た
も
の
を
、
折
本
に
改
装
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。

　

普
済
寺
版
も
、原
装
は
巻
子
で
あ
っ
た
。龍
門
文
庫
蔵『
大
方
等
大
集
経
』巻
第
二
十
九
・『
大

乗
大
方
等
日
蔵
経
』巻
第
三
は
巻
子
装
で
あ
り
、
原
装
を
伝
え
る
。
巻
子
装
で
あ
り
な
が
ら
、

思
渓
版
・
春
日
版
同
様
、
六
行
ご
と
に
若
干
広
い
行
間
が
取
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
龍
門

文
庫
蔵
の
二
巻
以
外
は
、
折
本
に
改
装
さ
れ
て
い
る
。

　

原
装
が
巻
子
で
あ
っ
た
点
は
、
普
済
寺
版
は
春
日
版
と
等
し
い
。

　

ま
た
、
宋
版
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
お
よ
び
思
渓
版
の
初
印
本
と
言
わ
れ
る
長
滝
寺
蔵
本

等
に
は
、
帙
表
紙
が
あ
る
。
し
か
し
、
後
印
本
と
さ
れ
る
岩
屋
寺
本
（
旧
高
山
寺
蔵
本
）
等

の
思
渓
版
に
は
、
帙
表
紙
が
無
い
。

　

本
来
巻
子
装
で
あ
っ
た
春
日
版
お
よ
び
普
済
寺
版
に
も
、
各
帖
の
帙
表
紙
は
無
い
。

　

こ
の
点
も
、
普
済
寺
版
は
春
日
版
と
同
じ
で
あ
る
。

　
　

２
．
２
．
法
量

　

各
本
の
法
量
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
４
）

【
東
禅
寺
版
】

縦　

二
九
．
五
㎝
、
折
幅　

約
一
一
．
五
㎝
。

一
紙
長　

六
七
．
五
㎝
。

天
地
横
罫
・
高
さ　

二
四
．
八
㎝
。

一
板
・
一
紙
六
面
三
十
六
行
、
毎
半
折
六
行
、
一
行
十
七
字
。

【
思
渓
版
】

縦　

約
三
〇
．
〇
㎝
、
折
幅　

一
一
．
五
㎝
。

一
紙
長　

約
五
六
．
〇
㎝
（『
大
方
広
仏
華
厳
経
』六
十
巻
以
外
）。
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一
紙
長　

約
六
六
．
五
㎝
（『
大
方
広
仏
華
厳
経
』六
十
巻
）。

天
地
横
罫
・
高
さ　

二
四
．
四
㎝
。

一
板
・
一
紙
五
面
三
十
行
、
毎
半
折
六
行
、
一
行
十
七
字
（『
大
方
広
仏
華
厳
経
』六
十
巻
以

外
）。
た
だ
し
、『
大
般
涅
槃
経
後
分
』は
一
行
十
八
字
。

一
板
・
一
紙
六
面
三
十
六
行
、
毎
半
折
六
行
、
一
行
十
七
字
（『
大
方
広
仏
華
厳
経
』六
十
巻
）。

【
春
日
版
】

縦　

約
二
八
．
〇
㎝
、
折
幅　

約
九
．
五
㎝
。

一
紙
長　

約
四
二
．
〇
㎝
。

天
地
横
罫　
（
ナ
シ
）。

一
板
六
面
三
十
六
行
、
毎
半
折
五
行
、
一
行
十
七
字
。

【
普
済
寺
版
】

縦　

約
二
七
．
七
㎝
（
龍
門
文
庫
蔵
『
大
方
等
大
集
経
』巻
第
二
十
九
）。

縦　

約
二
八
．
五
㎝
（
龍
門
文
庫
蔵
『
大
乗
大
方
等
日
蔵
経
』巻
第
三
）。

縦　

約
二
七
．
〇
㎝
、
折
幅
約
九
．
五
㎝
（
右
二
本
以
外
の
折
本
）。

一
紙
長　

約
四
二
．
〇
㎝
。

天
地
横
罫　
（
ナ
シ
）。

一
板
六
面
三
十
六
行
、
毎
半
折
五
行
・
龍
門
文
庫
蔵
本
は
巻
子
、
一
行
十
七
字
。

　

ま
ず
、
紙
高
は
、
宋
版
よ
り
も
、
春
日
版
・
普
済
寺
版
が
一
㎝
ほ
ど
低
い
。
普
済
寺
版
の

紙
高
が
春
日
版
よ
り
や
や
低
い
の
は
、
巻
子
を
帖
装
に
改
装
し
た
際
に
天
地
を
切
り
そ
ろ
え

た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

板
毎
に
一
板
一
紙
で
印
刷
す
る
宋
版
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
お
よ
び
思
渓
版
『
大
方
広
仏

華
厳
経
』の
一
紙
（
一
板
六
面
）
幅
は
七
十
㎝
弱
、『
大
方
広
仏
華
厳
経
』以
外
の
思
渓
版
（
一

板
五
面
）
は
五
十
六
㎝
程
度
で
あ
る
。

　

他
方
、
春
日
版
の
一
紙
長
は
、
約
四
十
二
㎝
で
あ
る
。

（
５
）

春
日
版
は
、
写
経
と
同
じ
く
、
紙

を
継
い
で
か
ら
印
刷
す
る
日
本
の
経
版
本
の
伝
統
を
引
き
継
い
で
い
る
。

（
６
）

　

普
済
寺
版
の
一
紙
長
も
、
春
日
版
同
様
、
約
四
十
二
㎝
で
あ
る
。
紙
を
継
い
だ
後
に
印
刷

し
た
た
め
、
紙
の
継
ぎ
目
に
文
字
が
跨
っ
て
い
る
こ
と
も
、
春
日
版
に
等
し
い
。

　

な
お
、
春
日
版
も
普
済
寺
版
も
、
宋
版
同
様
、
一
板
を
六
行
の
纏
ま
り
ご
と
に
六
つ
の
纏

ま
り
三
十
六
行
で
彫
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
、
春
日
版
・
普
済
寺
版
の
多
く
の
現
存
本
は
、
五

行
で
折
る
。
こ
れ
は
、
紙
高
が
宋
版
の
紙
高
よ
り
も
短
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
故
、
春
日
版
・
普
済
寺
版
の
折
本
は
、
宋
版
よ
り
も

一
回
り
小
さ
い
。

　
　

２
．
３
．
一
板
の
行
数

　

右
項
に
記
し
た
と
お
り
、
宋
版
一
切
経
思
渓
版
は
、
六
行
の
纏
ま
り
六
つ
計
三
十
六
行
一

板
を
基
本
と
す
る
東
禅
寺
版
お
よ
び
開
元
寺
版
と
は
異
な
り
、
六
行
の
纏
ま
り
五
つ
、
計

三
十
行
一
板
を
基
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
思
渓
版
で
も
、
旧
約
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
全

六
十
巻
は
、
一
板
六
面
三
十
六
行
で
あ
る
。

（
７
）

　

春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
は
、
比
較
的
多
く
の
経
典
底
本
と
し
た
思
渓
版
に
お
け
る
主

た
る
版
式
で
あ
る
一
板
五
面
三
十
行
に
従
わ
ず
、
全
経
等
し
く
、
六
行
の
纏
ま
り
六
つ
計

三
十
六
行
で
一
板
を
成
す
。

（
８
）

　

普
済
寺
版
も
、
右
項
に
記
し
た
と
お
り
、『
大
方
広
仏
華
厳
経
』『
大
方
等
大
集
経
』『
摩

訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
の
す
べ
て
、
一
板
三
十
六
行
で
あ
る
。
こ
の
点
、
思
渓
版
で
は
な
く
、

春
日
版
と
一
致
す
る
。

　
　

２
．
４
．
版
面
の
大
き
さ

　

文
字
面
の
大
き
さ
を
測
っ
て
み
る
。

　

東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
お
よ
び
一
板
六
面
の
思
渓
版
は
、
一
板
六
面
の
文
字
面
横
は
、
約

六
十
六
㎝
で
あ
る
。
字
面
高
は
、
約
二
十
五
㎝
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
お
な
じ
く
一
板
六
面
で
あ
る
春
日
版
は
、
文
字
面
幅
約
六
十
五
㎝
、
字

面
高
は
約
二
十
三
〜
四
㎝
で
、
版
面
が
宋
版
よ
り
も
や
や
狭
い
。

　

普
済
寺
版
は
、
版
心
か
ら
次
の
版
心
ま
で
の
長
さ
の
字
面
幅
は
約
六
十
五
㎝
で
、
春
日
版

と
ぼ
ぼ
等
し
い
。
字
面
高
も
、
約
二
十
三
〜
四
㎝
で
、
春
日
版
に
近
い
。

　
　

２
．
５
．
天
地
の
界
線

　

東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
・
思
渓
版
の
宋
版
一
切
経
に
は
、
天
地
に
横
の
墨
界
線
が
存
す
る
。

　

し
か
し
、
春
日
版
五
部
大
乗
経
に
は
、
平
安
後
期
以
降
の
伝
統
的
な
春
日
版
の
書
式
を
継

承
し
、
そ
れ
が
無
い
。

　

普
済
寺
版
も
、
春
日
版
と
同
じ
く
、
天
地
の
界
線
は
存
し
な
い
。

　
　

２
．
６
．
内
題
・
尾
題
下
の
千
字
文

　

宋
版
一
切
経
は
、
内
題
・
尾
題
下
に
千
字
文
号
が
彫
ら
れ
る
。
宋
版
に
基
づ
く
日
本
古
写

経
も
、
そ
の
千
字
文
を
写
す
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
底
本
推
定
の
手
が
か
り
と
な
る
。

（
９
）
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一
切
経
の
函
ご
と
に
振
っ
た
千
字
文
は
、
一
切
経
か
ら
五
部
大
乗
経
を
抜
き
出
し
た
春
日

版
・
普
済
寺
版
に
は
無
用
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
十
巻
を
一
帙
と
し
た
春
日
版
・
普

済
寺
版
に
お
い
て
は
、
か
え
っ
て
混
乱
を
招
く
。）

10
（

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
春
日
版
五
部
大
乗
経
は
、
宋
版
の
千
字
文
を
梵
字
に
変
更
し
た

帖
が
存
す
る
も
の
の
、）

11
（

基
本
的
に
は
、底
本
で
あ
る
宋
版
の
千
字
文
を
内
題
・
尾
題
下
に
彫
る
。

　

一
方
、
普
済
寺
版
は
、
千
字
文
を
彫
る
巻
が
限
ら
れ
て
い
る
。

　

現
存
す
る
普
済
寺
版
の
内
題
下
千
字
文
は
、『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』巻
第
十
二
の「
海
」と
、

龍
門
文
庫
蔵
『
大
乗
大
方
等
日
蔵
経
』巻
第
三
の
「
虞
」の
み
で
あ
る
。）

12
（

　

し
か
も
、東
洋
文
庫
蔵
『
大
乗
大
方
等
日
蔵
経
』巻
第
三
に
は
、内
題
下
に
千
字
文
は
無
い
。

後
項
で
見
る
刊
記
は
、
龍
門
文
庫
蔵
『
大
乗
大
方
等
日
蔵
経
』
巻
第
三
に
無
く
、
東
洋
文
庫

蔵
同
巻
に
は
、「
貞[

欠
筆]

治〈
丁
未
〉六
年
四
月　

日　

願
主
比
丘
光
信　

同
願
比
丘
如
見
」

の
刊
記
が
刻
雕
さ
れ
て
い
る
。「
摺
刷
よ
ろ
し
く
、
初
印
と
認
め
ら
れ
る
」と
す
る
『
龍
門
文

庫
善
本
書
目
』
の
川
瀬
の
言
が
当
た
っ
て
い
れ
ば
、
東
洋
文
庫
蔵
本
は
、
初
版
板
木
の
千
字

文
を
削
り
、
刊
記
を
埋
め
た
板
木
か
ら
摺
り
出
さ
れ
た
か
、
別
板
の
摺
本
で
あ
る
。）

13
（

　

な
お
、
こ
の
思
渓
版
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
第
十
二
・『
大
乗
大
方
等
日
蔵
経
』
巻
第

三
に
存
す
る
内
題
下
千
字
文
を
、
春
日
版
は
梵
字
に
変
更
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
尾
題
下
に
は
、
つ
ぎ
の
千
字
文
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
　
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』巻
第
十
二
・
十
八
〜
二
十
―
千
字
文
「
海
」。

　
　
『
大
方
等
大
集
経
』 巻
第
八
〜
十
一
―
千
字
文
「
讓
」。

　
　
　
（
同
右
）　　

　

 

巻
第
二
十
五
〜
二
十
七
―
千
字
文
「
有
」。

　
　
『
大
乗
大
方
等
日
蔵
経
』龍
門
文
庫
蔵
巻
第
三
―
千
字
文
「
虞
」。

　
　
『
大
方
等
大
集
月
蔵
経
』巻
第
七
―
千
字
文
「
陶
」。

　
『
大
乗
大
方
等
日
蔵
経
』
巻
第
三
は
、
尾
題
下
の
千
字
文
も
、
龍
門
文
庫
蔵
本
に
は
有
り
、

東
洋
文
庫
本
に
は
無
い
。

　

右
の
千
字
文
は
、
思
渓
版
お
よ
び
春
日
版
の
そ
れ
と
一
致
す
る
。
春
日
版
が
漢
字
千
字
文

と
し
て
残
し
た
思
渓
版
千
字
文
の
一
部
を
彫
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
思
渓
版
の
尾
題
千

字
文
の
ご
く
一
部
を
刻
雕
し
た
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
尾
題
千
字
文
に
は
、
内
題
千
字
文
で

見
ら
れ
た
、
春
日
版
が
梵
字
で
、
普
済
寺
版
が
漢
字
で
あ
る
千
字
文
は
存
し
な
い
。

　
　

２
．
７
．
柱
刻
の
位
置

　

宋
版
思
渓
版
の
六
十
巻
本
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』は
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
と
同
じ
く
、

一
板
三
十
六
行
の
六
行
目
と
七
行
目
と
の
間
（
一
板
三
十
六
行
の
第
一
の
纏
ま
り
と
第
二
の

纏
ま
り
と
の
間
）
に
柱
刻
（
版
心
記
）
を
彫
る
。

　

春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」の
柱
刻
も
、
六
行
目
と
七
行
目
と
の
間
に
彫
ら
れ
る
。

　

一
方
、
普
済
寺
版
の
柱
刻
位
置
は
、
一
定
し
な
い
。

　

た
と
え
ば
、
画
像
公
開
さ
れ
て
い
る
普
済
寺
版
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
七
で
は
、
画

像
か
ら
知
ら
れ
る
と
お
り
、
第
一
板
か
ら
最
終
第
十
六
板
ま
で
一
貫
し
て
、
第
十
八
行
と
第

十
九
行
と
の
間
（
三
つ
目
の
六
行
の
纏
ま
り
と
四
つ
目
の
六
行
の
纏
ま
り
と
の
間
）
に
柱
刻

が
存
す
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
同
じ
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
の
巻
第
六
で
は
、
第
一
板
・
第
十
五
板
と
最
終

第
十
六
板
に
柱
刻
は
無
く
、
第
二
板
〜
第
六
板
ま
で
は
十
二
行
目
と
十
三
行
目
と
の
間
、
即

ち
、
二
つ
目
の
六
行
の
纏
ま
り
と
三
つ
目
の
六
行
の
纏
ま
り
と
の
間
に
刻
雕
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
普
済
寺
版
同
経
巻
第
十
一
は
、
巻
第
六
と
同
じ
く
、
十
二
行
目
と
十
三
行
目
と
の

間
に
柱
刻
を
彫
る
。
が
、
第
四
板
の
み
、
一
纏
ま
り
ず
れ
、
十
八
行
目
と
十
九
行
目
と
の
間

に
柱
刻
が
存
す
る
。
第
五
板
の
柱
刻
は
、
十
二
行
目
と
十
三
行
目
と
の
間
に
刻
さ
れ
て
い
る

の
で
、
第
四
板
と
第
五
板
と
の
柱
刻
の
間
は
、
三
十
行
と
な
る
。
第
三
板
と
第
四
板
の
柱
刻

の
間
は
、
四
十
二
行
で
あ
る
。

　

右
の
と
お
り
、
普
済
寺
版
の
柱
刻
位
置
は
、
同
一
経
典
に
お
い
て
も
巻
ご
と
に
異
な
り
、

同
一
巻
内
で
も
、
板
に
よ
っ
て
動
く
。）

14
（

　

こ
の
点
は
、
思
渓
版
と
も
春
日
版
と
も
、
普
済
寺
版
は
異
な
る
。

　
　

２
．
８
．
柱
刻
の
内
容

　

宋
版
と
春
日
版
の
柱
刻
内
容
は
、
両
者
を
比
較
す
る
形
で
別
稿）

15
（

に
記
し
た
。
よ
っ
て
、
こ

こ
で
は
具
体
例
の
掲
載
を
省
略
す
る
。

　

普
済
寺
版
の
柱
刻
も
、
柱
刻
の
基
本
的
事
項
で
あ
る
、
経
名
・
巻
数
・
板
数
を
記
す
こ
と

は
、
宋
版
・
春
日
版
と
変
わ
ら
な
い
。

　

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
普
済
寺
版
の
柱
刻
に
は
、
喜
捨
し
た
人
名
・
地
名
等
が
記
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
地
方
の
文
化
史
資
料
と
し
て
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
、
翻
刻
も
さ
れ
て
き
た
。
普

済
寺
版
柱
刻
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
先
行
研
究）

16
（

に
譲
る
。

　

こ
の
柱
刻
の
記
入
内
容
は
普
済
寺
版
の
特
徴
で
あ
り
、思
渓
版
と
も
春
日
版
と
も
異
な
る
。

　

た
だ
し
、
刻
工
名
は
、
柱
刻
の
経
名
・
巻
数
・
板
数
の
下
で
は
な
く
、
経
文
の
余
白
に
刻

彫
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
宋
版
や
春
日
版
と
異
な
る
。）

17
（

　

た
と
え
ば
、
画
像
公
開
さ
れ
て
い
る
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
七
で
は
、
公
開
画
像
２

/

32
の
九
行
目
と
十
行
目
と
の
間
下
方
に
「
工
師
源
盛
彫
之
」と
刻
工
名
を
刻
す
。

─ 95 ─
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柱
刻
は
、
そ
の
先
、
十
五
行
目
と
十
六
行
目
と
の
間
に
、「
花
七
一
男
壽
阿
経
阿
並
所
属

各
人
」と
彫
ら
れ
る
。

　

な
お
、『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
第
三
の
第
二
板
柱
刻
は
「
一　

三　

二
」、
第
三
板
は

「
一　

三　

三
」、
第
四
板
は
「
一　

三　

四
」、
第
五
板
は
「
大
品　

三　

五
」、
第
六
板
以

降
も
「
大
品
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
大
品
般
若
経
（
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
）」

が
普
済
寺
版
五
部
大
乗
経
の
初
め
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
宋
版
一
切
経
の
千
字
文
の
順

に
並
べ
れ
ば
、
64
薑
か
ら
始
ま
る
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』が
先
頭
に
来
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

以
下
、
90
位
『
大
方
等
大
集
経
』・
94
虞
『
大
乗
大
方
等
日
蔵
経
』・
95
陶
『
大
方
等
大
集
月

蔵
経
』・
105
坐
『
大
方
廣
佛
華
厳
経
』の
順
と
な
る
。

　

ま
た
、『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』巻
第
十
九
の
第
五
板
と
第
六
板
に
は
、
２
．
６
で
述
べ
た

宋
版
の
千
字
文
「
海
」
を
彫
ろ
う
と
し
た
と
見
ら
れ
る
柱
刻
が
有
る
。
た
だ
し
、
日
偏
と
糸

偏
に
作
ら
れ
る
（
第
五
板
「
晦　

十
九
巻　

五
」・
第
六
板
「
䋦　

六
」）。

　
　

２
．
９
．
巻
末
刻
板
数

　

春
日
版
五
部
大
乗
経
に
は
、
実
板
数
と
一
致
し
な
い
底
本
宋
版
の
巻
末
板
数
を
、
宋
版
に

記
さ
れ
た
ま
ま
彫
っ
た
例
が
有
る
。
た
と
え
ば
、春
日
版『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』巻
第
七
は
、

全
十
四
板
で
あ
る
の
に
、
巻
末
に
は
「
十
七
紙
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
板
五
面

三
十
行
の
思
渓
版
の
巻
末
紙
数
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
中
に
、
宋
版
の
板
数
で
は
な
く
、
春
日
版
の
実
質
板
数
を
巻
末
に
刻
し
た
も
の
も

存
す
る
。）

18
（

た
と
え
ば
、一
板
六
面
で
通
さ
れ
て
い
る
春
日
版『
大
方
等
大
集
経
』巻
第
十
五
は
、

春
日
版
の
最
終
板
数
「
十
九
」
を
巻
末
に
刻
す
。
こ
の
巻
末
板
数
「
十
九
」
は
、
思
渓
版
当

該
帖
に
は
見
ら
れ
な
い
。
思
渓
版
『
大
方
等
大
集
経
』巻
第
十
五
は
、
全
二
十
二
板
で
あ
る
。

　

普
済
寺
版
の
現
存
本
に
は
、
こ
の
よ
う
な
巻
末
板
数
の
記
載
は
、
一
切
見
ら
れ
な
い
。
こ

の
点
、
普
済
寺
版
は
、
宋
版
か
ら
も
春
日
版
か
ら
も
、
距
離
を
置
い
て
い
る
。

　
　

２
．
10
．
巻
末
刊
記

　

春
日
版
五
部
大
乗
経
は
、
底
本
と
し
た
宋
版
に
存
す
る
巻
末
刊
記
を
ま
っ
た
く
刻
雕
し
て

い
な
い
。

　

普
済
寺
版
も
、
春
日
版
と
同
じ
く
、
宋
版
の
巻
末
刊
記
を
彫
る
こ
と
は
無
い
。

　

普
済
寺
版
の
刊
記
（「
同
願
主
比
丘　

光
信　

祖
榮
誌
之
／
貞[

欠
筆]

治
二
癸
卯
八
月
六

日
始
之
」等
）
は
、
先
行
研
究
に
翻
刻
ず
み
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
に
繰
り
返
さ
な
い
。

　

こ
こ
で
は
、
呼
称
「
普
済
寺
版
」
の
根
拠
で
あ
る
『
大
方
等
大
集
経
』
最
終
巻
第
三
十
の

巻
末
刊
記
の
み
、
引
用
す
る
。

　
　

此
経
印
版
今
世
幾
希
也
仍
發
心
／
募
衆
而
刊
行
之
憑
茲
善
利
法
界
／
衆
生
同
圓
種
智
／

　
　
　

至
徳
丙
寅
朧
月
日
化
主
光
信
謹
識
／
版
留
武
州
立
川
縣
玄
武
山
普
濟
禪
寺

　

現
存
本
中
、
最
も
早
い
刊
記
は
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』巻
第
一
の
貞
治
二
年
（
一
三
六
三
）

八
月
で
あ
り
、最
も
遅
い
刊
記
は
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』巻
第
十
の
応
永
七
年
（
一
四
〇
〇
）

五
月
で
あ
る
。

　

こ
の
刊
記
は
、釈
音
が
有
れ
ば
そ
れ
に
続
け
て
、釈
音
が
無
い
巻
で
は
尾
題
の
次
行
に
、二
・

三
字
分
下
げ
、「
應
安
〈
甲
寅
〉
七
年
十
二
月　

日　
　

化
主
比
丘
光
信
」（『
大
方
等
大
集
経
』

巻
第
二
）
等
と
記
す
の
が
通
常
の
位
置
で
あ
る
。
た
だ
し
、
尾
題
下
（『
大
方
等
大
集
経
』巻

第
二
十
四
・『
大
方
廣
佛
華
厳
経
』
巻
第
二
十
一
）
や
釈
音
最
終
行
末
の
空
白
部
分
（『
大
方

等
大
集
経
』巻
第
二
十
）
に
彫
ら
れ
る
巻
も
有
る
。

　

こ
の
普
済
寺
版
刊
記
の
年
月
か
ら
知
ら
れ
る
彫
刻
順
は
、
105
坐
『
大
方
廣
佛
華
厳
経
』・

94
虞
『
大
乗
大
方
等
日
蔵
経
』・
95
陶
『
大
方
等
大
集
月
蔵
経
』・
90
位
『
大
方
等
大
集
経
』・

64
薑
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』と
な
り
、
千
字
文
順
と
は
異
な
る
。

　
　

２
．
11
．
刊
記
と
柱
刻
の
欠
筆

　

先
行
研
究
に
お
い
て
、
普
済
寺
版
『
大
方
等
日
蔵
経
』
と
『
大
方
等
月
蔵
経
』
の
巻
末
刊

記
年
号
「
貞
治
」に
お
け
る
「
貞
」の
最
終
画
を
欠
筆
に
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。）

19
（

　

こ
の
欠
筆
は
、
画
像
公
開
さ
れ
て
い
る
『
大
方
廣
佛
華
厳
経
』
卷
第
七
（
東
方
學
デ
ジ
タ

ル
圖
書
館
）
巻
末
刊
記
年
号
「
貞
治
」の
「
貞
」で
も
、
目
視
で
き
る
。

　

現
存
本
の
う
ち
、
普
済
寺
版
に
貞
治
の
刊
記
が
確
認
で
き
る
の
は
、
全
十
八
巻
で
あ
る
。

　

そ
の
う
ち
、「
貞
」を
欠
筆
と
し
て
い
る
の
は
、
左
の
十
一
巻
で
あ
る
。

　
　
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』卷
第
一
・
三
〜
五
・
七
（
貞
治
二
年
〈
一
三
六
三
〉・
三
年
）

　
　
『
大
乗
大
方
等
日
蔵
経
』巻
第
一
〜
六
（
貞
治
五
年
五
月
・
六
年
）

　

し
か
し
、
次
の
七
巻
に
お
け
る
刊
記
の
「
貞
」は
、
欠
筆
に
し
て
い
な
い
。

　
　
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』卷
第
十
三
・
十
四
・
二
十
一
〜
二
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貞
治
四
年
・
五
年
正
月
）

　

右
の
と
お
り
、
刊
記
の
「
貞
」
を
欠
筆
と
す
る
こ
と
を
、
貞
治
四
年
か
ら
五
年
正
月
ま
で

は
中
断
し
て
い
る
。

　

ま
た
、柱
刻
の
人
名
の
「
貞
」を
欠
筆
と
す
る
例
も
、指
摘
で
き
る
。
た
だ
し
、刊
記
「
貞
治
」

の「
貞
」を
欠
筆
に
す
る
巻
で
も
人
名
の「
貞
」は
欠
筆
に
し
な
い
板
も
あ
り
、応
安（
一
三
六
八

―
一
三
七
五
年
）
刊
本
で
人
名
「
貞
」を
欠
筆
と
す
る
巻
も
存
す
る
。



普濟寺版「五部大乗経」は「覆宋版」か（一）
─　書誌的事項からの検討　─

─ 97 ─

　

柱
刻
の
人
名
に
お
け
る
「
貞
」を
欠
筆
と
す
る
の
は
、
左
の
も
の
で
あ
る
。

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
卷
第
六
第
二
板
「
貞
盛
」、『
大
乗
大
方
等
日
蔵
経
』
巻
第
一
（
応

安
元
年
刊
）
第
一
板
・
二
板
「
貞
阿
」・
第
十
五
板
「
女
如
貞
」、『
大
方
等
大
集
月
蔵
経
』

巻
第
十
（
応
安
五
年
刊
）
第
七
板
「
男
貞
阿
」。

　
「
貞
」の
欠
筆
は
、
中
国
で
は
、
北
宋
第
四
代
皇
帝
（
在
位
一
〇
二
二
〜
六
三
）
趙
禎
の
名

を
記
す
こ
と
を
避
け
た
も
の
で
、
仏
典
に
は
希
な
欠
筆
例
で
あ
る
。）

20
（

　

普
済
寺
版
に
は
、
思
渓
版
・
春
日
版
に
頻
出
す
る
、
北
宋
初
代
太
祖
の
祖
父
・
趙
敬
の
「
敬
」

を
欠
筆
と
し
た
例
は
、ご
く
限
ら
れ
て
い
る
（
本
文
の
欠
筆
に
つ
い
て
は
、次
号
で
触
れ
る
）。

　

ゆ
え
に
、
普
済
寺
版
が
欠
筆
と
す
る
刊
記
の
「
貞
治
」
と
柱
刻
人
名
の
「
貞
」
は
、
貞
治

以
前
に
お
け
る
日
本
の
人
名
・
諱
に
含
ま
れ
る
漢
字
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。）

21
（

五
、
結
び

　

本
稿
の
目
的
を
、
普
濟
寺
版
「
五
部
大
乗
経
」
の
開
版
に
お
け
る
宋
版
お
よ
び
春
日
版
の

影
響
に
つ
い
て
調
査
・
考
察
す
る
こ
と
と
定
め
、
項
目
を
分
け
て
整
理
し
て
き
た
。

　

本
稿
で
調
査
し
た
普
済
寺
版
の
実
態
を
、
分
類
し
て
記
す
と
次
の
と
お
り
と
な
る
。

①
春
日
版
と
一
致
し
、
思
渓
版
と
一
致
し
な
い
項
目

１
．
装
訂
、
２
．
法
量
、
３
．
一
板
の
行
数
、
４
．
版
面
の
大
き
さ
、
５
．
天
地
の
界
線

②
思
渓
版
と
一
致
し
、
春
日
版
と
一
致
し
な
い
項
目

６
．
内
題
下
の
千
字
文

③
思
渓
版
・
春
日
版
の
い
ず
れ
と
も
一
致
し
な
い
項
目

７
．
柱
刻
の
位
置
、
８
．
柱
刻
の
内
容
、
９
．
巻
末
刻
板
数
、
10
．
巻
末
刊
記
、
11
．
刊

記
と
柱
刻
の
欠
筆

　

右
の
ご
と
く
、「
②
思
渓
版
と
一
致
し
、
春
日
版
と
一
致
し
な
い
項
目
」
は
、「
内
題
下
の

千
字
文
」し
か
無
い
。
し
か
も
、普
済
寺
版
の
内
題
下
千
字
文
「
海
」（『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』

巻
第
十
二
）・「
虞
」（
龍
門
文
庫
蔵
『
大
乗
大
方
等
日
蔵
経
』
巻
第
三
）
も
、
春
日
版
の
梵
字

千
字
文
を
漢
字
に
直
し
た
、と
も
考
え
ら
れ
、普
済
寺
版
同
巻
尾
題
下
千
字
文
の
「
海
」・「
虞
」

に
合
わ
せ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
を
、
普
済
寺
版
が
思
渓
版
に
依
拠
し
た
こ

と
の
根
拠
と
は
で
き
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
調
査
結
果
は
、
従
来
の
研
究
が
、
普
済
寺
版
は
「
春
日
版
の
覆
刻

風
」と
し
て
い
た
説
を
支
持
す
る
。

　

し
か
し
、「
③
思
渓
版
・
春
日
版
の
い
ず
れ
と
も
一
致
し
な
い
項
目
」が
、
少
な
か
ら
ず
存

し
た
。
普
済
寺
版
は
、
思
渓
版
か
ら
遠
く
、
春
日
版
と
も
完
全
に
は
一
致
し
な
い
。

　

よ
っ
て
、
貞
治
年
間
に
、
日
本
武
州
に
お
い
て
新
た
な
「
五
部
大
乗
経
」
を
開
版
し
よ
う

と
し
た
こ
と
と
な
る
。

　

こ
れ
こ
そ
が
、「
五
部
大
乗
経
」開
版
の
動
機
・
目
的
で
あ
り
、
多
く
の
民
衆
の
勧
進
を
集

め
る
力
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　

紙
幅
の
都
合
で
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
、
経
本
文
と
巻
末
釋
音
に
お
け
る
経
文
異
同
お
よ
び

本
文
の
漢
字
字
体
等
に
つ
い
て
の
検
討
結
果
は
、
本
紀
要
の
次
号
に
記
す
。

【
注
】

（
１
） 

佐
々
木
勇
「
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」の
底
本
と
さ
れ
た
宋
版
一
切
経
（
一
）
―
刻
記

の
比
較
に
よ
る
検
討
―
」（「
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
．
第
二
部　

文
化
教

育
開
発
関
連
領
域
」
64
号
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
）、
同
「
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
の
底

本
と
さ
れ
た
宋
版
一
切
経
（
二
）
―
本
文
の
比
較
に
よ
る
検
討
―
」（「
広
島
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科
紀
要
．
第
二
部　

文
化
教
育
開
発
関
連
領
域
」
65
号
、
二
〇
一
六
年
十
二

月
）、
同
「
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」の
底
本
と
さ
れ
た
宋
版
一
切
経
（
三
）
―
釋
音
の
比

較
に
よ
る
検
討
と
宋
版
と
の
相
違
点
―
」（「
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
．
第

二
部　

文
化
教
育
開
発
関
連
領
域
」66
号
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
）。
同
「
春
日
版
「
五
部

大
乗
経
」
本
文
と
底
本
選
択
理
由
」（「
日
本
古
写
経
研
究
所
研
究
紀
要
」
２
号
、
二
〇
一
七

年
三
月
）。
な
お
、
こ
こ
で
鎌
倉
時
代
後
期
に
開
版
さ
れ
た
愛
媛
県
伊
予
郡
砥
部
町
満
穂

光
明
寺
蔵
本
・
樹
下
神
社
蔵
本
の
「
五
部
大
乗
経
」
を
「
春
日
版
」
と
呼
ぶ
の
は
、
そ
の

可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
便
宜
的
な
呼
称
で
あ
る
。
本
稿
で
も
、
こ
れ

ら
を
「
春
日
版
」と
呼
ぶ
。

（
２
） 

た
と
え
ば
、『
佼
成
図
書
館
善
本
目
録
』（
一
九
九
五
年
、
佼
成
図
書
館
）
の0817

『
大

方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
十
お
よ
び0818

同
経
巻
第
十
二
に
は
、「「
広
峯
宮
」（
播
州
）
の
印

記
あ
り
版
経
（
立
川
普
済
寺
版
）」と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
巻
第
十
に
は
柱
刻
に
千

字
文
「
坐
」
が
、
巻
第
十
二
に
は
内
題
下
に
千
字
文
「
坐
」
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
巻
頭
に

有
る
訳
者
名
の
位
置
が
高
い
、
両
巻
と
も
喜
捨
し
た
助
縁
者
・
刻
工
・
願
主
名
が
ま
っ
た

く
見
ら
れ
な
い
な
ど
、
普
済
寺
版
と
異
な
る
点
が
存
す
る
。

　
　

後
世
の
補
写
経
巻
は
、『
新
編
立
川
市
史　

資
料
編　

古
代
・
中
世
』（
二
〇
二
〇
年
、

立
川
市
）
を
参
照
願
い
た
い
。

（
３
）
な
お
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
普
済
寺
版
す
べ
て
の
全
頁
画
像
を
、
京
都
大
学
貴
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重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
て
、
今
年
度
中
に
公
開
し
て
く
だ
さ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

（
４
） 
東
禅
寺
版
は
、
小
林
芳
規
「
醍
醐
寺
蔵
宋
版
一
切
経
解
題
」（『
醍
醐
寺
蔵
宋
版
一
切
経

目
録
第
一
冊
』（
二
〇
一
五
年
、
汲
古
書
院
）、
思
渓
版
は
『
豊
山
長
谷
寺
拾
遺　

第
四
輯

之
一
』（
二
〇
一
一
年
、
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
）、
春
日
版
は
土
居
聡
朋
「
愛
媛
県
伊
予

郡
砥
部
町
光
明
寺
所
蔵
・
版
本
五
部
大
乗
経
に
つ
い
て　

―
元
版
覆
刻
和
版
五
部
大
乗
経

の
一
事
例
と
し
て
―
」（「
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
研
究
紀
要
」第
十
二
号
、
二
〇
〇
七
年

三
月
）
の
記
述
を
参
照
し
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
原
本
に
よ
っ
て
確
認
し
た
。

（
５
） 

詳
し
く
は
、
注
（
４
）
土
居
論
文
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
。

（
６
） 

山
本
信
吉
「
宋
版
一
切
経
」（『
奈
良
六
大
寺
大
観
唐
招
提
寺
』〈
一
九
七
二
年
、
岩
波

書
店
〉
102
頁
、
同
『
貴
重
典
籍
・
聖
教
の
研
究
』（
二
〇
一
三
年
、
吉
川
弘
文
館
）
三
五
五

頁
、
参
照
。

（
７
） 

思
渓
版
に
お
い
て
も
、
第
一
秩
千
字
文
「
天
」
よ
り
始
ま
る
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』

巻
第
一
〜
巻
第
二
百
二
十
ま
で
、
お
よ
び
、
千
字
文
「
坐
」（
第
百
五
帙
）
よ
り
始
ま
る
旧

約
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』全
六
十
巻
は
、
一
板
六
面
三
十
六
行
で
あ
る
。『
奈
良
県
大
般
若

経
調
査
報
告
書
一
本
文
篇
』『（
同
）
資
料
篇
１
』（
一
九
九
二
年
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
）、

牧
野
和
夫
「
関
於
宋
版
大
蔵
経
中
―
〝
一
版
五
半
葉
三
十
行
〞
版
片
的
考
察
」（「
蔵
外
佛

教
文
献
」第
十
四
輯
、二
〇
一
〇
年
八
月
）、同
右
「
高
野
山
金
剛
峯
寺
蔵
『
四
分
律
蔵
』（
宋

版
大
蔵
経
ノ
内
）
に
つ
い
て
」（「
か
が
み
」第
四
十
二
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）、『
豊
山
長

谷
寺
拾
遺
第
四
輯
之
一
宋
版
一
切
経
』（
二
〇
一
一
年
）、
佐
々
木
勇
「
宋
版
一
切
経
思
渓

版
の
版
式
転
換
―
一
紙
六
面
か
ら
一
紙
五
面
へ
―
」（「
い
と
く
ら
」10
号
、
二
〇
一
五
年
三

月
）、
参
照
。

（
８
） 

白
石
克
「
現
存
立
川
普
済
寺
版
に
つ
い
て
」（「
書
誌
学
」
18
号
、
一
九
七
〇
年
二
月
）、

同
「
現
存
普
済
寺
版
に
つ
い
て
（
追
録
）」（「
書
誌
学
」19
号
、
一
九
七
〇
年
五
月
）、
佐
々

木
勇
「
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
の
底
本
と
さ
れ
た
宋
版
一
切
経
（
三
）
―
釋
音
の
比
較

に
よ
る
検
討
と
宋
版
と
の
相
違
点
―
」（「
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
．
第
二

部　

文
化
教
育
開
発
関
連
領
域
」66
号
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
）、
参
照
。

（
９
） 

佐
々
木
勇
「
尊
氏
願
経
と
宋
版
一
切
経
思
渓
版
」（「M

useum

」
659
、
二
〇
一
五
年

十
二
月
）、
同
「
足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
の
底
本
」（「
か
が
み
」
第
四
十
六
号
、
二
〇
一
六

年
三
月
）、同
「
北
野
経
王
堂
一
切
経
（
北
野
社
一
切
経
）
の
底
本
（
一
）
―
主
た
る
底
本
―
」

（「
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
．
第
二
部　

文
化
教
育
開
発
関
連
領
域
」68
号
、

二
〇
一
九
年
十
二
月
）、
等
参
照
。

（
10
） 

た
と
え
ば
、全
三
十
巻
の
『
大
方
等
大
集
経
』を
、宋
版
思
渓
版
は
巻
第
一
〜
第
七
（
千

字
文
90
位
）、
第
八
〜
第
十
五
（
千
字
文
091
讓
）、
第
十
六
〜
第
二
十
二
（
千
字
文
092
國
）、

第
二
十
三
〜
第
三
十
（
千
字
文
093
有
）
と
、
七
巻
・
八
巻
・
七
巻
・
八
巻
の
計
全
三
十
巻

に
四
分
割
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
思
渓
版
と
同
じ
千
字
文
を
入
れ
十
巻
一
帙
に
ま
と
め
た

の
で
は
、
異
な
る
千
字
文
を
刻
さ
れ
た
経
巻
が
同
帙
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

（
11
） 

注
（
４
）
土
居
論
文
に
指
摘
が
有
る
。

（
12
） 

た
だ
し
、龍
門
文
庫
蔵
『
大
方
等
大
集
経
』巻
第
二
十
九
の
内
題
下
に
、千
字
文
「
有
」

の
墨
書
が
見
ら
れ
る
。

（
13
） 

龍
門
文
庫
蔵
本
・
東
洋
文
庫
蔵
本
と
も
に
複
写
が
難
し
く
、
両
本
の
対
照
が
た
だ
ち

に
で
き
な
い
。
再
調
査
の
機
会
を
得
た
い
。

（
14
） 

白
石
克
「
現
存
立
川
普
済
寺
版
に
つ
い
て
」（「
書
誌
学
」
復
刊
新
18
号
、
一
九
七
〇
年

二
月
）
７
頁
上
段
は
、
柱
刻
の
間
隔
を
、「
ほ
ぼ
三
十
六
行
間
隔
（
稀
に
三
十
行
）、
或
は

四
十
八
行
間
隔
も
あ
る
）」
と
し
た
。
こ
れ
は
、
板
木
の
長
さ
に
長
短
が
存
し
た
の
で
は
、

も
ち
ろ
ん
、
無
い
。
版
心
記
（
柱
刻
）
を
彫
る
位
置
が
、
板
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
に
よ

る
異
同
で
あ
る
。

（
15
） 

佐
々
木
勇
「
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
の
底
本
と
さ
れ
た
宋
版
一
切
経
（
三
）
―
釋

音
の
比
較
に
よ
る
検
討
と
宋
版
と
の
相
違
点
―
」（「
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀

要
．
第
二
部　

文
化
教
育
開
発
関
連
領
域
」66
号
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
）、
参
照
。

（
16
） 

注
（
８
）
白
石
論
文
、『
新
編
立
川
市
史　

資
料
編　

古
代
・
中
世
』（
二
〇
二
〇
年
、

立
川
市
）。
左
に
、『
大
方
廣
佛
華
厳
経
』
巻
第
四
十
五
を
除
く
現
存
本
の
柱
刻
を
翻
刻
し

て
い
る『
新
編
立
川
市
史　

資
料
編　

古
代
・
中
世
』の
翻
刻
を
修
正
す
る
。刊
記
・
識
語
も
、

こ
こ
で
併
せ
て
訂
正
す
る
。

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』巻
第
一
（
刊
記
）「
志
之
」↓
「
誌
之
」、同
巻
第
二
第
十
一
板
「
妙

美
」↓
「
妙
英
」、『
大
乗
大
方
等
日
蔵
経
』巻
第
六
第
五
板
「
次
郎
左
衛
門
」↓
「
二

郎
左
衛
門
」、『
大
乗
大
方
等
月
蔵
経
』
巻
第
六
・
巻
第
十
（
刊
記
）「
光
用
」
↓
「
光

由
」、
同
巻
第
八
第
一
板
柱
刻
「
比
丘
」
↓
「
比
丘
尼
」、『
大
方
等
大
集
経
』
巻
第
二

第
五
板
柱
刻
「
金
井
」↓
「
金
井
女
」、『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』巻
第
六
（
識
語
）「
永

享
五
年
」↓
「
永
享
五
年
〈
癸
丑
〉」、同
巻
第
八
・
九
（
識
語
）「
于
時
惣
奉
行
」↓
「
惣

奉
行
」、
同
巻
第
十
三
第
十
四
板
「
摩
訶
般
若　

十
三　

十
四
」↓
「
十
三　

十
四
」。

　
　

な
お
、『
大
方
廣
佛
華
厳
経
』巻
第
四
十
五
の
柱
刻
は
、国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
鮮
明
な
画
像
で
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

（
17
） 「
版
木
を
彫
っ
た
工
師
名
の
方
は
、一
定
せ
ず
区
々
で
あ
る
。」（「
普
済
寺
版
に
つ
い
て
」
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〈『
立
川
市
史
』一
九
六
八
年
、
立
川
市
〉
六
四
五
頁
）
と
述
べ
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。

（
18
） 

佐
々
木
勇
「
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
の
底
本
と
さ
れ
た
宋
版
一
切
経
（
二
）
―
本

文
の
比
較
に
よ
る
検
討
―
」（「
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
．
第
二
部　

文
化

教
育
開
発
関
連
領
域
」65
号
、
二
〇
一
六
年
十
二
月
）、
参
照
。

（
19
） 

白
石
克
「
現
存
立
川
普
済
寺
版
に
つ
い
て
」（「
書
誌
学
」
18
号
、
一
九
七
〇
年
二
月
）、

同
「
現
存
普
済
寺
版
に
つ
い
て
（
追
録
）」（「
書
誌
学
」19
号
、
一
九
七
〇
年
五
月
）。

（
20
） 

川
瀬
一
馬
『
五
山
版
の
研
究　

下
巻
』
四
九
頁
・
図
版
98
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
宋
代
・

暁
瑩
撰
『
感
山
雲
臥
紀
談
』貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）
刊
本
の
「
貞
和
」の
「
貞
」が
欠
筆

に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
が
欠
筆
で
あ
れ
ば
、
日
本
に
お
い
て
「
貞
」
を
欠

筆
と
し
た
類
例
と
な
る
。

（
21
） 

今
は
、
そ
の
人
名
を
特
定
で
き
な
い
。
ご
教
示
願
い
た
い
。
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Was Original Text of Fusaiji Prints ( 普濟寺版 ) the Five Volumes of Mahayana Sutras ( 五部大
乗経) Printed Based on the South Song Dynasty Edition of the Buddhist Canon (宋版一切経) ? (1)

─　The thing understood by bibliographic inscriptions　─

Isamu Sasaki

Abstract: The Five Mahayana Sutras (Hoke-kyo ( 法華経 ), Kegon-kyo ( 華厳経 ), Nehan-kyo ( 涅
槃経 ), Daijik-kyo ( 大集経 ), Daibon hannya-kyo( 大品般若経 ))  were printed at Musashi country 
in Nanbokucho period.  Those were called Fusai-ji edition (普濟寺版 ). The purpose of this paper 
is to check whether Fusai-ji edition is based on South Song Dynasty Edition of the Buddhist 
Canon. The next was understood by consideration of this thesis. 1. The Fusai-ji edition is not 
directly based on the South Song dynasty edition. 2. The Fusai-ji edition refers to the Kasuga 
prints. 3. The Fusai-ji edition has its own items. This thesis continues after a next issue. 

Key words: the text of Fusaiji prints, the south song dynasty edition of the buddhist canon, 
the text of Kasuga prints, the fi ve volumes of Mahayana Sutras

キーワード : 普濟寺版，宋版一切経，春日版，五部大乗経


